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一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
『
旅
と
伝
説
』
及
び
『
民
間
伝
承
』
に
見
え
る
太
田
の
投
稿
、
通
信
及
び
そ
の
紹
介
、
後
記
や

そ
の
他
太
田
と
関
連
す
る
内
容
は
表
11
を
参
照
さ
れ
た
い
。

太
田
は
雑
誌
へ
の
投
稿
以
外
に
、
展
示
会
に
写
真
を
出
品
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
中
国
研
究
の
成
果
を
示
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年

十
月
、
関
西
学
院
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
年
中
行
事
・
民
間
信
仰
・
民
俗
芸
術
（
子
供
の
世
界
）・
民
具
及

び
生
活
・
郷
土
資
料
な
ど
五
つ
の
展
示
室
か
ら
な
る
日
本
最
初
の
民
俗
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
各
地
郷
土
研
究
会
か
ら
機
関
誌
や
刊
行
物

が
寄
贈
さ
れ
、
近
畿
と
く
に
兵
庫
を
主
と
し
て
、
岐
阜
、
徳
島
、
新
潟
や
東
京
か
ら
の
出
品
が
あ
っ
た
。
目
を
引
く
の
は
、
当
時
中
国

に
い
た
橘
文
策（

68
）と
太
田
か
ら
も
出
品
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
郷
土
資
料
と
い
う
展
示
室
に
、
国
内
外
の
出
土
品
、
日
本
民
俗
学

の
発
達
を
語
る
文
献
、
地
方
郷
土
研
究
雑
誌
、
方
言
分
布
図
、
日
本
と
世
界
の
頭
上
運
搬
・
父
親
分
娩
習
俗
分
布
図
や
柳
田
の
著
作
書

と
並
ん
で
、「
中
支
戦
線
の
太
田
陸
郎
氏
の
、
写
真
出
品
あ
り
、
中
支
の
民
俗
と
、
日
本
の
相
似
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
」（

69
）と

報
告
さ
れ
て
い
る
。３　

太
田
陸
郎
の
中
国
経
験
と
日
本
民
俗
学

太
田
陸
郎
は
、
大
学
出
身
の
エ
リ
ー
ト
知
識
人
で
あ
り
、
ま
た
郷
里
の
生
活
の
細
心
な
観
察
者
で
あ
り
、
郷
土
史
料
の
熱
心
な
蒐
集

者
で
も
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
彼
は
早
く
か
ら
民
謡
や
方
言
な
ど
民
俗
学
的
な
事
象
に
関
心
を
持
ち
、
し
ば
し
ば
新
聞
雑
誌

な
ど
に
投
稿
し
た
。
兵
庫
県
庁
勤
務
の
傍
ら
、
三
〇
年
代
前
半
で
、
彼
は
地
元
の
神
戸
で
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
を
組
織
し
、
良
質
な
地

方
民
俗
雑
誌
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
の
編
集
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
郷
土
史
関
係
の
古
い
資
料
を
多
数
復
刻
し
て
解
題
を
つ
け
、
ま

た
多
く
の
論
文
、
報
告
を
発
表
し
、
貴
重
な
民
俗
資
料
を
残
し
た
。

一
九
三
〇
年
半
ば
か
ら
、
柳
田
を
中
心
と
す
る
日
本
民
俗
学
の
組
織
化
の
過
程
に
積
極
的
に
参
与
し
た
太
田
は
、『
近
畿
民
俗
』
の

編
集
に
携
わ
る
傍
ら
、
民
俗
講
習
会
や
例
会
な
ど
近
畿
地
方
の
民
俗
学
会
の
活
動
に
も
取
り
組
み
、
日
本
民
俗
学
の
地
方
組
織
者
と
し
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て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
こ
で
太
田
は
、
そ
の
視
野
を
郷
土
の
西
播
、
兵
庫
県
か
ら
次
第
に
日
本
に
広
げ
、
文
献
史
料
よ
り
調
査
を

重
視
す
る
方
向
に
研
究
の
重
点
を
移
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
整
理
総
合
に
も
手
を
付
け
始
め
た
。

日
中
戦
争
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
軍
曹
と
し
て
召
集
さ
れ
た
太
田
は
、
自
分
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
中
国
の
土
地
に
踏
み
入
り
、

長
期
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
彼
は
む
し
ろ
最
初
か
ら
そ
れ
を
良
い
機
会
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
行
き
先

の
土
地
を
民
俗
学
的
な
視
線
で
観
察
し
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
日
本
の
学
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
て
い
た
。
太
田
は
自
分
の
中
国

研
究
を
日
本
研
究
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
こ
に
は
強
い
文
化
史
的
な
関
心
が
み
ら
れ
、
か
つ
て
兵
庫
県
で
地
域
の
文
化

史
を
究
明
す
べ
く
活
躍
し
て
い
た
太
田
の
姿
と
重
ね
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

軍
人
と
い
う
身
分
や
言
語
の
障
壁
な
ど
の
問
題
で
彼
の
中
国
経
験
は
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
日
本
で
の
経
験
と
の
比
較
と

中
国
文
化
へ
の
沈
潜
に
よ
っ
て
、
日
本
を
改
め
て
認
識
す
る
可
能
性
を
獲
得
し
た
。
彼
の
中
国
研
究
は
、
当
時
既
に
一
人
の
軍
曹
に
よ

る
道
楽
的
な
研
究
で
は
な
く
、「
日
本
民
俗
学
の
最
も
忠
実
な
る
学
徒
の
一
人
」（

70
）に
よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
日
本
民
俗
学
の
研
究
の
一
部
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
太
田
陸
郎
君
は
中
支
の
或
小
さ
な
守
備
部
隊
の
長
に
な
つ
て
、
飽
き
る
ほ
ど
一
つ
の
土
地
に
滞
陣
し
、
其
間
に
実
に
熱
心
な
観
察

を
し
て
居
る
。
こ
の
人
の
や
う
に
細
か
に
故
郷
の
生
活
を
知
つ
た
上
で
、
更
に
向
ふ
の
農
民
の
実
情
を
、
理
解
し
よ
う
と
し
た
人
も
稀

な
の
で
あ
る
」
と
柳
田
国
男
が
最
大
の
賛
辞
を
送
る
背
景
に
「
沢
山
の
通
信
を
私
た
ち
の
処
へ
も
送
つ
て
来
て
居
る
が
、
た
だ
雑
誌
に

公
表
し
た
一
小
部
分
の
み
が
、
遺
稿
と
な
つ
」
た（

71
）と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
太
田
陸
郎
の
役
割
は
中
国
の
「
現
地
レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
譬
え
ら
れ
よ
う
。
太
田
が
軍
務

の
傍
ら
で
書
い
た
文
章
そ
の
も
の
は
研
究
の
た
め
の
ノ
ー
ト
、
ヒ
ン
ト
集
と
い
う
性
格
が
強
く
、
今
日
で
は
研
究
と
見
な
さ
れ
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
彼
は
「
熱
心
な
観
察
」
を
し
、
そ
の
と
き
ど
き
の
様
子
、
自
分
の
感
想
を
含
め
、
通
信
、
寄
稿
あ
る
い
は
民
俗

展
示
会
へ
の
写
真
出
品
な
ど
の
形
で
、
積
極
的
に
日
本
民
俗
学
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
て
い
た
。
彼
は
そ
の
先
駆
者
で
あ
る
と
同
時

に
、
ま
た
最
も
積
極
的
な
人
物
で
あ
り
、
こ
う
し
た
彼
の
活
動
は
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
大
な
注
目
を
集
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
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南
方
熊
楠
の
絶
筆
の
一
つ
は
、
太
田
の
文
章
に
呼
応
し
て
の
「
太
田
君
の
進
軍
中
に
見
る
支
那
習
俗
（
一
）
を
読
む
」
で
あ
っ
た
。
こ

の
未
完
成
の
原
稿
は
、
南
方
の
弟
子
雑
賀
貞
次
郎
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
遺
稿
と
し
て
『
旅
と
伝
説
』
一
七

−

一
〇
（
一
九
四
二
年
十

月
）
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
柳
田
は
『
支
那
習
俗
』
の
序
文
で
も
太
田
に
対
す
る
南
方
の
高
い
評
価
に
ふ
れ
て
い
る
。
太
田
陸
郎
と
国
内

の
日
本
民
俗
学
の
間
の
交
流
は
、『
民
間
伝
承
』『
旅
と
伝
説
』
だ
け
で
も
表
11
の
よ
う
に
、
そ
の
数
は
驚
異
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
密
接
な
レ
ポ
ー
ト
と
コ
メ
ン
ト
が
、
い
つ
も
目
に
ふ
れ
や
す
い
形
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
中
国
に
お
い
て
日
本
人
研
究
者
に
よ

る
民
俗
学
の
研
究
が
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
実
行
可
能
な
こ
と
で
も
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
民
俗
学
に
与
え
た

存
在
と
し
て
、
太
田
陸
郎
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。


